
躍
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国

〈隔週連載 〉

第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
１
期
日
よ

り
強
権
的
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

発
表
さ
れ
た
重
要
人
事
を
み
る
と
、
従

順
で
絶
対
的
替
忠
誠
を
誓
う
人
物
が
並

び
、
１
期
目
の
時
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
暴

走
に
歯
止
め
を
か
け
た
ベ
テ
ラ
ン
政
治

家
や
元
軍
高
官
が
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
日
本
を
含
む
国
際
社
会
に
と

っ
て
重
大
な
懸
念
材
料
だ
。
日
本
に
対

し
、
１
期
目
と
同
じ
よ
う
に
在
日
米
軍

駐
留
経
費
負
担
の
引
き
上
げ
と
米
国
製

兵
器
の
「爆
買
い
」
を
求
め
て
ぐ
る
可

能
性
は
高
い
。
岸
田
文
雄
政
権
で
防
衛

費
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
増
、
つ
ま
り
倍
増

を
決
め
た
ば
か
り
だ
が
、
財
源
と
な
る

増
税
の
中
身
も
決
め
ら
れ
な
い
の
に
上

乗
せ
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「安
倍

一
強
」
と
い
わ
れ
た
当
時
と
違

っ
て
、
石
破
茂
政
権
は
衆
院
で
過
半
数

を
割
り
、
政
権
基
盤
は
弱
い
。
立
憲
民

主
党
が

「
日
米
同
盟
は
基
軸
」
と
主
張

し
て
い
る
の
で
「野
党
の
反
対
」
を
理

由
に
要
求
は
の
め
な
い
と
伝
え
て
も
説

得
力
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
「
カ
ネ
は
出

せ
な
い
か
ら
在
日
米
軍
を
減
ら
し
て
」

と
逆
提
案
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

撤
退
や
移
転
重
ね
る
米
国

そ
れ
で
は
抑
止
力
が
低
下
す
る
と
心

配
す
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
過
去
何
度
も
米
国
は
撤
退
や
移
転

を
持
ち
出
し
て
い
る
。
冷
戦
終
結
を
受

け
た
米
軍
再
編
の
日
米
協
議
で
米
国
が

示
し
た
原
案
に

「（在
日
米
軍
と
在
日

米
空
軍
の
両
司
令
部
を
兼
ね
る
）
第
５

空
軍
の
グ
ア
ム
移
転
」
が
あ
っ
た
。
冷

戦
期
、
米
国
は
日
本
に
空
母
を
主
力
と

す
る
第
７
艦
隊
を
置
き
、
複
数
の
戦
闘

機
部
隊
を
置
い
た
が
、
第
５
空
軍
の
移

転
は
、
米
軍
に
よ
る
日
本
防
衛
の
役
割

が
小
さ
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

２
０
０
９
年
、
米
国
は
青
森
』県
の
三

沢
基
地
に
あ
る
戦
闘
機
部
隊
の
全
面
撤

退
を
提
案
。
敵
レ
ー
ダ
ー
を
破
壊
す
る

「
ワ
イ
ル
ド
・
ウ
イ
ー
ゼ
ル
（野
生
の
イ

タ
チ
）」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
戦
闘
機

部
隊
が
配
備
さ
れ
て
い
た
が
、
米
国
に

戻
す
と
主
張
し
た
。

こ
れ
ら
の
提
案
は
、
日
本
政
府
の
反

対
で
立
ち
消
え
に
な
つ
た
。
実
現
し
た

例
も
あ
る
。
神
奈
川
県
の
キ
ャ
ン
プ
座

間
へ
は
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
伴
い
、
第

９
軍
団
が
移
転
し
て
き
た
が
、
冷
戦
が

終
わ
り
、
解
体
さ
れ
た
。
冷
戦
最
中
の

１
９
７
０
年
代
に
は
ソ
連
正
面
の
北
海

道
千
歳
市
か
ら
約
１
万
２
０
０
０
人
の

米
陸
軍
が
一
方
的
に
引
き
揚
げ
、
今
で

は
駐
留
の
痕
跡
さ
え
残
っ
て
い
な
い
ｃ

日
米
安
保
条
約
は
米
国
の
対
日
防
衛

義
務
を
定
め
　
日
本
は
基
地
提
供
義
務

を
負

っ
て
い
る
が
、
米
国
は
自
国
の
政

策
に
基
づ
き
米
軍
を
移
動
さ
せ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
期
目
に

「な
ぜ
韓

国
に
米
軍
が
い
る
の
だ
」
と
疑
間
を
投

げ
掛
け
、
マ
テ
ィ
ス
国
防
長
官

（当

時
）
が

「第
３
次
世
界
大
戦
を
防
ぐ
た

め
に
駐
留
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た

後
、
「小
学
５
、
６
年
生
程
度
の
理
解
力

し
か
な
い
」
と
嘆
い
た
と
い
う
話
が
内

幕
本

（『Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ
＝
恐
れ
』
）
に
出
て

く
る
。
ま
た
大
統
領
選
に
敗
北
し
た
ト

ラ
ン
プ
氏
が

「正
気
を
失

っ
た
」
と
判

断
し
た
ミ
リ
ー
統
合
参
謀
本
部
議
長

（当
時
）
が
中
国
軍
高
官
に
２
回
電
話

を
か
け
、
「我
々
は
攻
撃
し
な
い
」
と
伝

え
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る

（『Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
＝
危
機
』
よ
り
）。

・第
２
次
政
権
は
茶
坊
主
ば
か
り
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
上
下
両
院
も
共
和
党

が
多
数
を
締
め
る

「
ト
リ
プ
ル
レ
ツ

ド
」
な
の
で
ブ
レ
ー
キ
役
が
い
な
い
。

一
対

一
の
デ
ィ
ー
ル
（取
引
）
を
好
む

ト
ラ
ン
プ
氏
は
石
破
首
相
の
持
論
で
あ

る

「核
共
有
」
を
持
ち
出
さ
な
い
と
も

限
ら
な
い
。
都
合
の
悪
い
こ
と
に
韓
国

で
も
大
ま
じ
め
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
は
４
年
間
を
無
事
に
乗

り
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。

は
ん
だ

し
げ
る

。
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
近

著
に
『台
湾
侵
攻
に
巻
き
込
ま
れ
る
日
本
」
（あ

け
び
書
房
）。

政
府
要
職
は
茶
坊
主
ば
か
り

危
う
い
ト
ラ
ン
プ
第
２
次
政
権国務長官に指名されたルビオ上院議員 (右)とトランプ氏。

(トランプ氏のfacebookより)

週刊金 11三 日 2024.11.29(1499号 )
63 次回は12月 13日 号の掲載予定です。
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